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轍【わだち】

車が通ったあとに残る輪の
跡という意味から、「先人た
ちが築いてきたものを大切
にしながら、未来へとつない
でいく」という思いを込めて
つけました。

／最新の出来事

／障害者の暮らしぶりを紹介

／福祉で頑張る人たち

／障害者の光る感性

／支援者からのメッセージ

／取り組み報告
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「知的障害がある人とそ

の家族の幸せ」を

願う、高知県知的障害者育成

会は 63 年目を迎えます。

　東京の３人の母親によって、
始められたこの育成会運動の
目的は「障害がある人達が地
域の中で安心して、暮らせる
社会をつくること」です。し
かし、育成会の親の会活動の
大きな柱である共通目標の「学
校卒業後の子供の居場所つく
り」を達成した今日、親の役
目を終えたかのごとく、地区
育成会活動は年々歯止めがか
からず衰退を続けております。
障害者の大半が家族によって
支えられているのが現状です。
もし、家族が倒れてしまった
ら地域での生活は根底から崩
れてしまいます。私たちは障
害のある本人や家族について、
地域の行政や人々に正しい理
解をもっていただくための働
きかけ等、地区育成会の活動
が重要になっているにも拘わ
らず、具体的な活動の方向性
や共通する項目を見いだせな
い状況にあるのも現実であり
ます。こうした流れを踏まえ、
育成会の活動もまた変わって
いくことが求められています。
　創設から 60 余年たった今

日、医療と福祉と教育が一体
となり、一人一人の可能性を
引き出す、暖かい療育が行わ
れ笑顔で豊かな生活ができる
ようになりました。しかし、
育成会（親の会）活動の大き
な柱であった社会福祉法人「全
日本手をつなぐ育成会」は平
成 26 年５月 23 日、解散決議
が行われ、誠に残念ではあり
ますが、62 年にわたり活動し
てきた全国組織がなくなりま
した。が、議論を重ね新たな
時代にふさわしい、私たちの
願う共生社会の実現に向けて
全国の手をつなぐ育成会を連
合体として、組織化し、「全国
手をつなぐ育成会連合会」と
して再出発してから１年を迎
えようとしています。
　障害者を取り巻く環境は激
変しつつあります。課題は山
積みしておりますが決して諦
めることなく、課題解消のた
めに皆で考え皆で運動する親
の会活動が必要です。『一人は
皆のために、皆は一人のため
に』という言葉がありますが、
お互いが気兼ねなく何でも話
せる仲間がいることが大切で
す。皆が信頼感をもてる活動
です。知的障害者ばかりでな
く弱い立場の人々の生きる権
利と幸せを守るため、地域の
皆様にご理解いただけるよう
に、今後も心掛けていきたい
と思います。

　育成会（親の会）が育成会
（親の会）としての役割を果
たしていくために、知的障害
のある人達とその家族が各ラ
イフステージ（段階分けした
生活設計）に応じた適切な支
援が受けられるよう、施策の
充実を強く要望していかなけ
ればなりません。足元を見つ
め、現状を見定めながら、ニー
ズ（必要なもの）を把握し、
要求を出す前に自分たちでで
きることはないか……。努力
することはないか……。支援
の必要な時に最善の求め方は
ないか……。支援を権利意識
で強調すると、うまくいかな
いことが多いように感じられ
ます。理想と現実をよく見極
めて職員として、親として頑
張っていかなければならない
と思います。そのためには、
社会の中で共感をいただかな
ければなりません。共感をい
ただくためには、我々保護者
は勿論のこと障害者自身も地
域の中で積極的に諸活動に参
加し、知的障害者をもっともっ
と地域の皆さんに理解してい
ただけるよう、地区育成会と
して何かやるべきことはない
か……。どんな活動をしなけ
ればならないのか……。真剣
に考えていかなければなりま
せん。障害者が地域で安心し
て、生活できる環境づくりに、
今、私たち親の活動が地域の
皆様に見えるように果たすべ
き役割は何かを考え取り組ん
でいくことが大切であると思
います。
　私たちが、決して忘れてな
らないことは過去の歴史です。
我々の諸先輩たちが苦労して

制度化していただいたお陰で、
選択対象のサービスも増え、
近年では大分便利に暮らせる
ようになりました。生活の場
が多様化するのは歓迎すべき
ですが、親が一番気になり、
関心をもつのはわが子が安心
して生活できるかどうかとい
うことです。障害者を取り巻
く環境は、あらゆる面で様変
わりしたとは言え、地域社会

の壁はまだまだ大きく立ちは
だかっています。今度は自分
たちが足りない部分を作り上
げていく時です。今現在の支
援・活動が、後々若い世代の
人達へ継承されていくのです。
一つのことをやり遂げるには
長い年月がかかります。目先

のことにとらわれず、大きな
目で見て、どんな小さなこと
でも遠慮なく相談できるそん
な会を目指して皆で力を合わ
せていきたいと思います。
　私たちのこの活動を閉ざし
てはなりません。
　これからも続けて行かねば
なりません。「わが子の幸せの
ために」そして、活動の原点
に立ち返り運動体としての存
在意義を確認しあい、行政・
諸機関・団体等の皆様と絆を
大切にし、相互連携を深めな
がら、これまで養ってきた価
値のある活動の歴史を未来に
繋げていきましょう。
　「この子たちが幸せに生きる
ためにこの会がどんなに必要
か」の思いを忘れることなく、
皆様と一緒に手をつなぎ本人
達の真の幸せのために頑張り
たいと思っていますので、変
わらぬご理解とご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

親の会活動の在り方
「過去の歴史を振り返りながら未来を考える」

社会福祉法人 高知県知的障害者育成会

理事長

福永　康夫

昭和の頃の作業風景（いも掘り）

昭和の頃の作業風景（箱作業）

第1回手をつなぐ親の会全国大会にて（1952年 12月 6日）
後列左より　�仲野美保子、江木武彦、糸賀一雄、三木安正、花岡忠男　

辻村泰男
中列左より　�後藤綾子、徳川正子、諏訪富子、加藤千加子、小宮山優　

栗原みち、越知英子
前列左より　八木沢会長、堀内君子、吉屋信子、岩﨑令子、阿里道子



去る４月 28 日（火）第
一回アートカフェがパ

ワーズ避難スペースにて開催
されました。
　外出の機会が少ない育成園
の利用者さんに楽しんで貰お
うと企画しました。３種類の
自家製ケーキとコーヒーｏｒ
紅茶のセットを準備し、店内
には花やモビール、パワーズ
の利用者さんの作品も展示し
ました。プラバンバッチの販
売も行い、ＢＧＭをかけ窓か
らの景色とあいまって存分に

カフェの雰囲気を作ることが
できました。
　始めての試みでもあり準備
も万全でないままのスタート
でしたが、来られた利用者さ
んがケーキや販売品をどれに
しようかと選ぶ姿は嬉しそう
で笑顔に溢れていました。私 には趣味の一貫であったケー

キ作りがこれほどまでに人の
心を豊かにするものかと感慨
深いものがあり、心と心のコ
ミュニケーションが取れたよ
うな気がしました。
　パワーズの利用者さんも接
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異業種から転身して福祉の
仕事に就いて 12 年が経

過しました。その間、企業で働
く障害者を支援する施設で生活
支援員を勤めた後、障害者就
業・生活支援センター「ゆうあ
い」の支援員として七年間担当
をさせていただきました。「ゆう
あい」では、これから企業で働
きたい、あるいは働き続けたい
という希望のある方たちを応援
し、企業と働く障害者を結びつ
けていくことが主な業務です。
加えて、職業生活に伴う、社会
生活上の課題について相談を受
け、一緒に解決していくこともあ
ります。
　課題というのはさまざまで、
独立生活をしている方の健康
面のこと、知人・友人などの
人間関係、支払いの遅延や金
銭に関すること、携帯電話に
端を発したものなどなど。携
帯の利用では、金銭にまつわ

る問題が多くあります。障害
があろうが無かろうが、社会
の中で生きていくことに違い
はありません。障害という生
きづらさのある人が、自分の
直面した課題を乗り越えてい
く術が分からずに行き詰って
しまう。そんな状況に置かれ
た人の不安を取り除く応援を
していくことが、「安心して暮
らす、働き続ける」を支える
ことだと思っています。この
「なんでもあり」の課題を抱え
た人たちを支えていくのは、
私たち「ゆうあい」の職員だ
けではありません。課題に応
じて専門性を有する機関と力
を合わせ、当事者の意思を尊
重したうえで解決にあたって
いきます。
　休まずに勤め安定した給与
と障害基礎年金を受給して経
済的自立を果たしても、一人
暮らしの寂しさや、余暇の過
ごし方がわからずにギャンブ
ルに没頭してしまう方もいま
す。煩雑な手続き不要しかも
僅かな現金で始められ、射幸
心を煽る遊戯は、抜け出られ
なくなる人も少なくありませ
ん。先を見通すことが苦手な
方は自分の勝ちを信じ、手持
ちの現金のみならず、生活費
全てをつぎ込むこともありま
す。そうなれば生活困窮に直
結することは明らかです。そ
してその状況になってみなけ
れば事態を把握できないこと
もあります。

　残念なことは、そのような
状態を打開するために、法を
犯す行為に至る場合があるこ
とです。自分が生きていくた
めとはいえ、窃盗などの犯罪
は、障害により理解力が不十
分であるといえども、法の裁
きは免れません。裁判となり、
判決で執行猶予となれば地域
生活で更生の道を歩んでいく
ことになりますが、実刑の場
合は収監され法に定められた
懲戒を受けるのです。
　「刑務所に入ったからといっ
て必ず更生できるとは限らな
い、逆に所内で生まれた善か
らぬ人間関係が出所後に後を
引き、再犯の可能性を高めて
いく。そのようなことを考え
れば、地域で支えられ更生し
ていくことが望ましい。」とあ
る弁護士から聞かされたこと
があります。日頃の当事者と
の会話から察するに、相手の
質問や意見に迎合してしまう
という傾向が見られることが
あり、関わる人によって自分
の意志とは違う方向に引っ張
られ、罪を重ねていくことも
十分に考えられます。
　私一人の力は微々たるもの
ですが、安心した生活を取り
戻すために少しでも力になれ
ればと思います。心構えとし
て、支援をする側、受ける側
ではなく、まして上下関係で
もありません。同じ社会に暮
らす人として対等の関係、同
じ視線で関わっていきたい、

そうあらねばと常にその関わ
り方を考えています。初めに
書きましたように、私は異業
種からの転身で、「支える」と
いうことの本質については学
ぶことの連続です。私が所属
する「ゆうあい」ではここ数
年、「より豊かな人生を共に送
るための支援を目指す」を支
援目標としています。私自身、
この目標は変えようが無い究
極の目標であるとも思ってい
ます。この「共に」という文
字を意識しはじめて、私の支
援に向かう心に変化がありま
した。人それぞれの生活の応
援をしながら、その人がその
人らしく人生を送れるように
願っています。
　ありがたいことに、一緒に
悩み考え、接する中で、彼ら
から気付かされること、教え
られることは少なくありませ
ん。「共に」をキーワードとし
て日々、私は仕事の喜びとや
りがいを感じ、成長させても
らっていることに感謝してい
ます。
（平成 26 年 11 月、高知新聞掲載）
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第一回 お待たせしましたアートカフェをオープンしました

障害者就労・生活支援センター
「ゆうあい」　

山本　和久



客は初体験ということもあり、
期待と不安が入り混じり緊張
の趣でしたが、いざ始まると
元気よく挨拶ができていまし
た。しかし、安心したのも束
の間、注文の取り方に始まり
緊張もあってかコーヒーをこ
ぼすなど、事前にシュミレー
ションしたの？と言われる結
果で、次回こそ ! と思わずには
いられませんでした。
　また、プラバンバッチやマ
スコットなどは利用者さんが
この日の為に作成したもので

す。自分が作ったものが売れ
たことを喜ぶ姿も印象的でし
た。終了後、利用者さんの自
信に満ちた得意満面な表情を
見ると、本当に誇らしげで、
楽しくやり遂げたことが良く
伝わりました。今回は人との
関わりや喜び、責任感などを
学ぶ貴重な体験になりました。
　カフェ開催にあたり花を提
供して下さった園芸さんや沢
山の方々のご協力のもと開催
することができ有難うござい
ました。次回も開催を予定し

ています。アートカフェが癒
しの空間として心に浸透して
いけるよう努力して参りたい
と思います。初めての試みで
少しずつの取組ですが、様子
をみながら一般のお客様をお
招きできるようにしていきま
す。その際には沢山のご来店
をお待ちしております。
生活介護事業所パワーズ山田

　中　村　由　美
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働いて稼ぐ喜びを　
平成 27 年２月、この日

の育成園はいつもと
違った活気にあふれていまし
た。
　「入所施設であっても、障が
いの重い方だとしても、作業
をして収益が出るのなら、本
人に直接『お金』という形で
還元したい」そんな想いを実
現すべく準備を始めて約２年、
ついに作業コースで働く方達
の工賃支払い日を迎えまし
た。一人一人に現金封筒を手
渡し、賑わった一日となりま
した。「いやぁ、嬉しいちや、
どうしょう。何を買おうか。」
「家の人に見せちゃらんといか
んねぇ。」「何か買うちゃろか、
俺、金もろうたきね。うふふ
ふ。」
　照れくさそうにお金を受け
取る人、はしゃぐ人、今回工
賃を手渡した方は 39 名、多く
の方の顔にはいつに無い達成
感があって、近くにいるだけ
で嬉しい気持ちがはっきりと
伝わってきます。そんな顔を
見ながら手渡す職員の方も、
実を言うとやっとこの日を迎
える事が出来た喜びを感じて
いました。
　工賃支払いの構想がスター
トして２年。稼ぐことに関し
て疎い施設職員、それも入所
の職員のことです。一朝一夕
で事が進んだ訳ではありませ
ん。
　判定区分４以上という重度
の方が入所支援施設を利用す

るようになった昨今、職員は
従来の作業を効率良く進める
こと、収益を上げることも以
前に比べて難しくなってきた
のを感じていました。そん
な中の工賃支払いの話です。
「やった！ついにこの時が来
た」と感じる気持ちと「求め
られることを私たちが出来る
のか…」という不安な思いも
大きかった気がします。
　園長はじめ管理者からは、
「作業の開拓をして下さい。自
分達で仕事を探すことも大事。

どうやって稼ぐのか自分達で
考える必要があるよ。」
　「作業が上手く出来ない人に
は、出来るような工夫をして
いくのが支援者の仕事。出来
ないと決めつけないで、もう
一度話しあってみて。」
　「職員が作業をしてしまって
は意味がない。あくまで利用
者が中心となって作業をこな
せるようにすべき。それが基
本だから、基本が出来ないと
行き詰るよ。」
　「売上をアップさせる努力を
惜しまない。作業は一日の過
ごしのためにするんじゃない。
将来働くための練習、やりが

いのある暮らしのためのもの。
施設職員の考え方は捨てなさ
い。」
　いろいろと諭され、励まさ
れながらの準備が始まり、悲
鳴を上げていた職員一同。管
理者は、まず施設慣れしたこ
の職員の意識改革で苦労した
ことと思います。私たちは稼
ぐということに疎い素人集団
でしたから、なかなか「こう
したい」というひらめきも
考え方の切替えも上手く出来
ず、成果が出せない事に苦悩
しています。今思えば、アル
ミ缶の回収作業ひとつにして
も、回収に行くというより、
持ってきてもらうスタンスの
方が色濃かった気がします。
アルミの買い取り単価にして
も日々変わるのですが、担当
者以外はそんなことさえ気づ
かずに過ごしていました。
　工賃を支払うということは、
まずそれぞれの作業に対して、
公正な評価基準を設けること
が始まりでした。働きに見合っ
た対価を払うこと、同じ作業
内容でもたくさんこなす人も
いれば、そうでない人もいま
す。お金を支払うからにはしっ
かりとした基準作りを求めら
れますし、ただただお金を分
配することにはしたくありま
せんでした。
　まずは同法人の作業評価表
を参考にさせてもらいながら、
チームで評価を話し合い、育
成園に合った基準を決めまし

た。何度も見直しをしながら
進めていく内に、職員自身の
作業、仕事に対する気持ちが
変わっていくのも感じました。
多事業所を運営する法人は、
こんな時にすぐアドバイスを
求められることが利点のひと
つです。気兼ねなくいろいろ
と聞けて、本当に有り難かっ
た。感謝です。
　工賃の支払いは、まず遡っ
て平成 25 年度分をお支払いす
ることとなりました。作業は
アルミ缶回収、アク取りシー
ト、油取りシートといった
袋詰めの軽作業。年間収益は
135 万 5699 円、その内工賃と
して約 50 万円が支払われまし
た。今回の対象者は入所者 80
名中作業コースに参加した 39
名。平均工賃は１万 2633 円で
す。一番高額だった方は、毎
日休まずコツコツ働いてくれ
た岡崎博さん、２万５千円近
くをお支払いしました。
　この工賃は、１年分をまと
めて支払った金額です。外で
働く方から見れば、ごくわず

かな金額だと感じるかもしれ
ません。それでも、現金とし
て支払われた大切なお金です。
これまで、作業収益は、バス
旅行や外出行事、ピザを楽し
む会などのイベント費で利用
者全員に還元していましたが、
今回はそれに加えて現金で支

払うという形です。作業に参
加する甲斐が出来たというも
のです。
　思えば、隣接する通所事業
所に通う方は、「給料が出た。」
「ボーナスが出た。」と嬉しそ
うで、そんな彼らの姿を見て
育成園利用者は羨ましく感じ
ていたと思うのです。そんな
気持ちも、少しは自信に変わっ

たのなら幸いです。
　藤澤前園長の熱い思いから
スタートした工賃制度。今は
皆の想いとなり少しずつ前進
しているところです。平成 27
年度は、さらなる日課の見直
しを行っています。収入増と、
作業職種開拓として、香美市
内の公園３ヶ所の清掃を４月
から開始。手先を使う作業が
苦手な方でも参加出来、楽し
めるものとなりそうです。アー
トコースでは昨年からカレン
ダー販売をスタートさせ、今
年は去年の売上の反省や感想
を参考に販売数を拡大する予
定です。
　作業とは別に、高齢者を主
な対象とした「ひだまりコー
ス」も５月から始まっていま
す。元気に生きいきと、その
人それぞれにあった日課の充
実を目指していきます。

かがみの育成園　　
石　元　規　子



2015年（平成27年）７月24日│Vol.６

機関紙「わだち 轍」に関するご意見・
ご感想などございましたら、下記連絡先
までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の機関紙
づくりの参考とさせていただきたいと思
います。

総合支援センターかがみの
社会福祉法人 高知県知的障害者育成会
TEL 088-855-3717
FAX 088-855-6181

ご意見・ご感想

平
成
26
年
度
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会
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法
人 

高
知
県
知
的
障
害
者
育
成
会 
決
算
書


